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昭和 47年 7月初日

。。
生産に励み、豊かな家庭と

郷土を築く。
新時代にふさわしい技術を身につけるc

たえず経営問究に防み合理化につとめる。

(大洲市民憲章〉
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時

三

十

分

1
4・
五
時
三
平
分
一
八
乏
巨
百
連
絡
所
八
月
三
十
日
一

f
同
i
L同日
正

月

H
h
H同
日

ー

は

じ

山

日

川

崎

査

の

円

程

一

H
U
H
-調書
去

一

当

日

日

F
U
E
L
K
U針
転

日

間

引

け

れ

当

事

誌

に

詔

一

南

久

山

訂

正

耳

目

一

丸

亀

-

差

上

り

ま

し

た

ιこ
は
量
置
一
学
校
、
奇
小
学
校
の
校
歌
も
先
生
の
一
統
計
調
書
と
な
る
こ
と
を
希
望
さ
一
を
行
な
い
ま
す
。
一
す
の
で
、
と
の
調
査
の
重
要
性
を
む
理
一
中
村
天
理
教
会
八
月
九
日
一
九
時
三
十
分
1
十
五
時

換
え
l
i
i
!
?
一

日

討

に

訪

日

口

一

昨

日

目

川

町

計

三

一

川

町

長

崎

白

石

油

円

一

日

時

計

三

百

十

句

協

力

く

れ

れ

引

っ

一

拍

品

開

一

一

一

吋

「

晶

子

J
F
L

A勝
融

和

一

大

洲

の

観

光

ガ

イ

ド

一

す

。

一

と

を

叩

し

添

え

れ

ば

う

手

い

て

い

た

一

お

り

ま

す

の

で

、

所

喪

主

主

入

し

一

事

務

所

、

工

場

、

美

所

、

飲

食

臣

、

一

l

i

l

i

-

-

一

i

s

i

l

l

i

-

-

i

j

一

鵜

誠

一

i
i
i
;
j
i
4
4
誌
を
は
さ
ん
で
畑
一
面
に

τと停
じ

ま

す

。

一

え

提

出

し

さ

だ

さ

い

。

一

旅

館

、

監

館

を

は

じ

め

点

差

一

緒

結

集

団

検

診

を

一

一

恒

例

の

5
2
5言
語

百

年

主

主

し

て

大

型

工

一

:s

一
言
穂
が
出
る
一
言
花
ざ
か
り
一
次
是
認
山
公
悶
の
頂
上
」
へ
C
一
挙
己
れ
ま
す
と
、
関
係
地
方
長
官
、
神
社
、
寺
院
に
い
た
る
ま
で
一
実
施
一
…
大
学
と
し
て
次
の
と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
。
多
数
。
普
く
だ
さ
い
。
豆

大
洲
城
山
公
園
一
で
あ
り
ま
し
さ
。
?
一
江
川
崎
は
、
「
田
舎
の
望
」
で
一
案
内
い
た
じ
ま
す
。
一
団
体
お
よ
び
愛
媛
県
統
計
融
会
官
統
一
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
霊
所
に
つ
い
て
二
結
核
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
は
年
に
一
一
一
口

h
m
M
R
F大
ホ

ル

一

一

こ
れ
か
ら
大
洲
城
山
公
閣
へ
と
案
内
一
こ
こ
が
奇
首
公
閣
の
入
口
で

r
z
i
f凹
で
す
。
一
一
計
憲
君
配
布
を
受
け
る
ほ
カ
三
経
営
組
織
、
事
業
内
容
や
従
業
者
数
な
一
回
は
必
ず
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
一
一
マ
演
題
と
講
師
「
蓄
竺
ら
み
た
現
代
社
会
教
育
」
(
九
時
5
十
一
一

一

ざ

い

ま

す

。

一

一

告

の

生

ま

れ

ま

し

た

と

こ

ろ

が

一

一

一

時

ど

岡

山

入

学

名

誉

教

授

林

秀

一

星

空

い

た

し

ま

す

。

一

か

か

る

世

に

械

は

古

美

し

さ

Z
E
B
-
-一I
l

l

i

-

-

i

l

i

I

l

l

i

-

-

1

1

1

l

l

i

l

i

-

-

ニ
一
…
「
藤
樹
学
刈
ら
み
た
家
庭
教
育
」

5
1十一
一

時

)

一

一

城
山
へ
の
道
、
昔
の
三
の
丸
中
心
一
見
上
げ
ま
す
石
担
一
の
三
つ
に
も
一
と
宇
一
口
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
詰
高
沢
一
一
一
旗
事
w

メ

モ

そ

の

仰

の

野

菜

も

、

ビ

タ

ミ

ン

品

名

た

食

事

事

え

ま

し

ょ

う

。

二

一

一

よ

旧

女

子

大

学

教

授

小

出

哲

夫

先

生

一

一

切

れ

十

日

弓

並

ん

で

い

た

と

こ

ろ

一

軒

目

目

白

日

立

認

可

日

刊

誌

日

時

一

一

一

夏

パ

テ

を

撃

退

し

ま

し

ょ

う

日

明

日

H貯
な

訪

問

耳

目

]

一

一

で

わ

が

ヨ

吉

田

町

患

っ

」

一

一

家
誕
も
屋
根
の
ふ
さ
万
も
見
れ
ば
見
了
「
も
な
お
君
美
ノ
さ
を
と
ど
め
乏
し
た
o

一

一

一

し

な

い

と

、

体

液

の

バ

ラ

ン

ス

が

く

中

で

も

一

番

効

果

的

な

の

は

睡

眠

で

一

一

一

…

E大
学

学

長

嶋

崎

昌

差

一

一

る

ほ

ど

城

下

町

だ

と

お

?

の

こ

と

一

桜

の

こ

ろ

は

格

別

で

ご

ざ

い

ま

す

ふ

さ

き

の

命

中

学

校

大

型

三

一

一

な

日

時

計

出

計

局

日

立

す

を

!

日

訪

れ

吋

病

気

に

け

一

民

同

校

日

一

一

一

一

大

出

夏

季

大

学

一

一

一
一
警
高
め
る
た
め
に
、
室
、
栄
栄
養
に
つ
い
て
は
、
夏
に
は
必
天
然
の
堅
実
物
の
サ
一
フ
ダ
と
十
一
一
度
1
十

四

度

に

し

、

湿

度

実

一

一

一

一

マ

主

催

大

洲

市

教

育

委

員

会

一

一

一

一
一
義
、
一
嘉
予
防
の
一
二
つ
を
考
え
て
み
ず
日
制
作
一
定
入
れ
る
よ
う
に
し
、
野
」
孟
念
、
こ
し
ょ
ぅ
。
一
一
一
…
マ
後
援
市
公
述
、
市
校
長
会
、
市
P
T
A連
合
会
、
市
豊
黒
人
会
、
一

一

一

ま

し

ょ

う

。

菜

も

た

パ

さ

ん

と

り

ま

し

ょ

う

。

特

刊

い

け

れ

1
H
A昨
日

目

λ
U引
九
日
tJ
一
時
間
の
一
一
一
一
司
書
詰
所
市
老
人
ク
ラ
ブ
述
皇
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
一
三
一
一

-
一
言
一
言
ぐ
に
は
、
住
居
の
申
に
に
主
品

Zソ
せ
る
乙
と
叩
大
い
か
ら
と
い
っ
て
、
体
細
胞
の
成
分
昼
寝
を
し
て
、
暑
さ
に
打
ち
勝
ち
ま
一
挙
日
希
望
者
ま
ム
民
館
ま
た
は
後
援
団
保
よ
り
霊
券
を
求
め
て
く
一
一
一

一
一
風
通
し
を
艮
く
す
る
く
ふ
う
や
岸
切
で
す
ゴ
芹
元

3
Eは
げ

と

な

る

蛋

白

質

を

と

る

こ

と

も

天

し

よ

う

。

一

一

一

一

だ

幻

い

o

b

一

一
一
業
時
に
そ
ぐ
働
く
た
め
に
、
は
だ
ロ
チ
ン
で
ビ
タ
ミ
ン
A
と

な

り

哨

切

で

す

。

三

~

富

江

藤

樹

先

生

の

教

育

精

神

を

研

究

す

る

た

め

草

間

市

民

大

学

講

座

一

一

一

一
一
言
公
着
用
し
、
作
業
着
は
長
袖
を
き
強
こ
対
す
る
丘
町
力
を
つ
7
ま

す

一

一

一

一

を

八

月

十

七

臼

1
十
九
日
の
三
日
間
叩
民
会
館
で
開
請
い
た
し
ま
す
C

町一

一

b
l
i
-
-
jト
ー
ド
ー
U
1
1
5と
し

て

パ

ヨ

ン

ス

の

大

製

J
U一一…
く
わ
し
い
こ

iリ
バ

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

じ

一

像
容
頭
部
の
螺
髪
は
位
が
こ

ま
か
く
(
前
面
の
与
え
さ
わ
の
並
ぴ

三
十
五
校
)
半
球
形
の
粒
に
彫
り
出

し
、
額
の
前
生
え
ぎ
わ
水
平
に
並

ぶ
。
白
は
く
は
水
晶
を
根
入
し
、
肉

塁
間
珠
は
と
れ
て
い
る
。
自
は
切
れ

け
、
躯
部
も
両
側
面
を
堅
に
矧
い

で
一
山
腕
骨
ι
寄
せ
前
後
二
材
矧
ぎ
で

あ
る
。
両
手
首
は
さ
し
込
み
で
肉

髪
も
別
木
で
矧
い
で
い
る
。

7月20日

西

王芭

所
有
者

大
洲
市
中
村

本

誓

寺

安

像
高
、
九
十
八
セ
ン
チ

構
造
、
桧
の
罰
則
木
に
て
頭
部
は
両
耳

の
後
ろ
を
墜
に
前
後
二
材
を
矧
ぎ

内
刊
り
を
お
こ
な
い
、
首
杭
を
設

ゴ忌正正
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天
才
の
日
刊
笛
(
進
藤
隆
夫
)

く
ら
し
の
博
物
史
(
樋
口
清
之
〉

歴
史
と
小
説
戸
司
馬
遼
太
郎
)

ひ
と
り
旅
教
育
(
真
鍋
博
)

日
不
思
想
大
系
日
道
一
万
下

円
引
近
世
後
期
儒
家
集

原
色
日
志
の
美
術
二
十
八
近
代
の
建

築
@
彫
刻
・
工
芸
(
神
代
雄
一
郎
)

名
作
の
旅
井
上
靖
(
桜
谷
大
四
)

ぬ
い
ぐ
る
み
(
河
原
フ
ミ
コ
)

吉
備
路
岡
山
倉
敷
と
そ
の
周
辺

勲

章

(

藤

標

準

二

〉

新
し
い
日
窓
の
鉄
道
(
久
保
田
博
)

ふ
る
さ
と
の
昧
1
東
北
l
(伊
能
)

郷
土
玩
具
し
紙
(
牧
野
玩
太
郎
)

ハム土

(

w

)

本
年
課
題
図
書

ボ
タ
ル
の
歌
(
原
田
一
美
)

ワ
ド
ン
ゲ
の
な
ぞ
を
と
く
(
千
国
)

ゆ
き
と
ん
の
お
く
り
も
の
(
長
崎
〉

ひ
と
す
じ
の
道
(
丸
岡
秀
子
)

小
学
校
校
内
放
送
シ
刀
1
ズ

-
き
ょ
う
の
こ
よ
み
台
本
集

つ
り
学
校
と
生
活
の
ド
ラ
マ
案

内

ι
名
作
と
伝
記
の
ド
ラ
マ
集

A
h

グ
イ
ズ
お
は
な
し
ゲ
I
ム
集

ふ
校
内
放
送
ハ
シ
ド
フ
ッ
ク

中
学
校
校
内
放
送
シ
リ
ー
ズ

し
わ
た
し
た
ち
の
校
内
放
送

2
校
内
放
送
の
一
年

3
お
知
ら
也
、
と
番
組
構
成

A
U
音
楽
番
組
の
い
ろ
い
ろ

ふ
ド
ラ
マ
香
組
の
い
ろ
い
ろ

き
ょ
う
の
か
が
く
の
お
は
な
し
春夏秋冬

子
ど
も
の
た
め
の
動
物
の
ふ
し
ぎ
な

世
界
一
替
む
夏
o

軟
の
冬
の
巻


